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   In this symposium, we discussed four important opics on the diagnosis and treatment of prostate 
cancer, such as screening, prostate-specific antigen (PSA), radial prostatectomy and radiotherapy. 
Each topic was presented by an expert urologist in each field. Since they still include controversial 
issues, I hope that the present opics and the discussions will stimulate further studies in this field. 
                                                (Acta Urol. Jpn.  43: 443, 1997) 
















された.ま た,栗 山先生の 「PSAからみた前立腺癌
の診断と治療」でも,PSA測定法相互の国際基準値
への換算式の提唱と治療前PSA値 の患者予後への関
連 性 に 関 す る 言 及 と と も に,PSAmolecularformを
中 心 と し たgrayzonePSAに 対 す る 対 応 を 決 定 す る
必 要 性 が 強 調 さ れ た.
討 論 で 行 わ れ た 治 療 法 の 選 択 を 含 め,今 回 の シ ン ポ
ジ ウ ム で 結 論 を 出 す こ と な く,つ ぎ の 機 会 へ の 問 題 提
起 と な っ た テ ー マ も 多 々 あ っ た こ と を 付 記 して 司 会 の
責 と させ て い た だ き た い.
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